
思
春
期
の
障
害
が
重
い
場
合
に
お
け

る
発
達
的
援
助
と
し
て
の
音
楽
療
法

の
研
究

|
|
養
護
学
校
で
の
実
践
事
例
を
も
と
に
|
|

力日

藤

子

紀

目

次

第
1
章
目
的
と
問
題

1
1
1

本
研
究
の
目
的
お
よ
び
そ
の
背
景

ー
ー
2

先
行
研
究
の
概
観

1
ー
2
1
1

重
度
の
障
害
児
に
お
け
る
発
達
的
課
題
に
つ
い
て
|

生
後
第
1
・
第
2
の
発
達
の
原
動
力
の
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点
か
ら
|

1
1
2
1
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発
達
障
害
児
の
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法
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て

1
1
3
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行
研
究
の
検
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と
本
研
究
の
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置
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1
1
4
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研
究
の
基
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と
な
る
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的
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語
の
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1
1
4
1
1

「
可
逆
操
作
の
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次
化
に
お
け
る
階
層
一
段
階
理

論
」
・
生
後
第
1
の
発
達
の
原
動
力
お
よ
び
生
後
第

2
の
発
達
の
原
動
力

加
賀
谷
式
音
楽
療
法
の
成
り
立
ち
と
実
践

用
語
の
定
義

唱

i
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4
4
1
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性

外
的
妥
当
性

信
頼
性
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l
l
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l
!

っ臼

2ー

3
l
l
2

つ臼
l
l
q
δ
l
l
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円

L
l
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第
3
章

結

果

3
1
1

授
業
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
録
を
通
し
て
の
対
象
児
の
変
化

3
1
2

対
象
児
の
行
動
の
量
的
な
変
化

第
4
章

考

察

4
1
1

対
象
児
の
音
楽
療
法
的
関
わ
り
を
通
し
て
の
考
察

4
1
1
1
1
K
児

4
ー
ー
ー
2

N
児

4
1
2

総
合
考
察

第
5
章
結
論
と
今
後
の
課
題

l 

目
的
と
問
題

本
研
究
の
目
的
は
、
障
害
に
よ
り
発
達
の
遅
れ
が
あ
る
思
春
期
の
生
徒
を
対

象
と
し
て
、
教
育
活
動
に
お
け
る
発
達
援
助
の
側
面
を
持
っ
た
音
楽
療
法
的
活

動
と
の
関
係
を
調
べ
、
「
可
逆
操
作
の
高
次
化
に
お
け
る
階
層
一
段
階
理
論
」

(
田
中
、
一
九
八
五
)
の
視
点
か
ら
発
達
的
援
助
と
し
て
の
音
楽
療
法
を
考
察
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
第
2
者
形
成
お
よ
び
第

2
者
と
の
第

3
者
の
共
有

過
程
は
人
格
発
達
の
基
礎
で
あ
り
、
ま
た
人
間
の
全
体
的
な
発
達
に
お
い
て
不

可
欠
な
過
程
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
第
2
者
の
形
成
と
は
、
互
い
に
情
動
や
意



図
を
共
有
し
あ
え
る
相
手
の
形
成
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
第
2
者
と
の
第
3
者

の
共
有
と
は
、
第
2
者
と
の
あ
る
対
象
物
や
人
へ
の
共
同
注
意
で
あ
る
。
重
度

の
障
害
が
あ
り
、
発
達
に
障
害
が
あ
る
対
象
児
は
、
様
々
な
原
因
で
外
的
な
も

の
へ
の
志
向
性
の
高
ま
り
に
く
さ
が
重
要
な
教
育
的
課
題
の

1
つ
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
対
象
者
に
は
、
特
別
に
工
夫
さ
れ
た
教
育
心
理
学
的
方
法
論
が
必
要

と
さ
れ
、
養
護
学
校
に
お
い
て
は
対
象
者
の
特
別
な
ニ

l
ズ
に
対
応
し
た
発
達

援
助
法
や
教
育
方
法
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
近
年
心

理
療
法
や
発
達
援
助
法
と
し
て
福
祉
や
治
療
教
育
の
場
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

る
音
楽
療
法
を
と
り
挙
げ
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

音
楽
活
動
は
乳
幼
児
や
障
害
児
・
者
に
対
し
て
は
発
達
促
進
の
方
法
と
し
て

経
験
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
音
楽
療
法
と
し
て
の
発
達
援
助
的

音
楽
活
動
は
、
海
外
で
も
早
く
か
ら
障
害
児
へ
の
発
達
援
助
法
と
し
て
活
用
さ

れ
て
き
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
は
加
賀
谷
(
一
九
七
八
)
が
、
障
害
児
音
楽

教
育
の
実
践
の
中
で
特
に
精
神
発
達
に
遅
滞
が
あ
る
対
象
児
(
者
)
を
念
頭
に

お
き
、
音
楽
の
適
応
と
効
果
を
述
べ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
外
的
な
も
の
へ

の
志
向
性
の
発
生
か
ら
第
2
者
の
形
成
、
第
2
者
と
の
第
3
者
の
共
有
と
い
う

観
点
か
ら
、
重
度
の
障
害
児
の
発
達
心
理
を
理
解
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
田

中
(
一
九
八
五
)
の
い
う
「
生
後
第
1
の
発
達
の
原
動
力
の
誕
生
(
通
常
生
後

4
ヶ
月
頃
)
」
と
そ
の
前
後
、
お
よ
び
「
生
後
第
2
の
発
達
の
原
動
力
の
誕
生

(
通
常
生
後
日
ヶ
月
頃
)
」
と
そ
の
前
後
の
発
達
段
階
に
注
目
し
た
。
生
後
第
1
、

第
2
の
発
達
の
原
動
力
の
発
生
時
に
お
い
て
、
障
害
児
は
発
達
障
害
を
顕
在
化

さ
せ
や
す
く
(
白
石
、
一
九
九
四
)
そ
こ
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
生
後
第

思
春
期
の
障
害
が
重
い
場
合
に
お
け
る
発
達
的
援
助
と
し
て
の
音
楽
療
法
の
研
究

ー
の
発
達
の
原
動
力
生
成
時
の
発
達
障
害
」
で
は
「
2
分
的
感
覚
」
を
、
「
生

後
第
2
の
発
達
の
原
動
力
生
成
時
の
発
達
障
害
」
で
は
「
2
分
的
対
象
」
を
固

定
化
し
、
抵
抗
を
克
服
し
て
い
く
こ
と
が
み
ら
れ
に
く
い
。
そ
の
生
後
第
1
の

発
達
の
原
動
力
の
誕
生
お
よ
ぴ
生
後
第
2
の
発
達
の
原
動
力
の
誕
生
に
未
熟
さ

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
思
春
期
の
生
活
年
齢
の
男
女
2
名
を
対
象
と
し
て
、
養

護
学
校
で
授
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
音
楽
療
法
的
関
わ
り
に
対
す
る

対
象
児
の
反
応
を
半
年
に
わ
た
り
調
査
し
、
そ
の
知
見
を
も
と
に
発
達
的
援
助

と
し
て
の
音
楽
療
法
に
関
す
る
考
察
を
行
う
。

2 

方
法

(
1
)
調
査
時
期
・
二

O
O三
年
五
月
か
ら
一

O
月

(
2
)
手
続
き

a)
教
室
に
て
毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
の

4
講
時
(
午
前
日
時
i
H
時
判
分
)
に

実
施
さ
れ
る
「
H
・
C
、

m」
グ
ル
ー
プ
の
音
楽
の
授
業
を
週
1
回
の
間
隔
で

ビ
デ
オ
録
画
す
る
。
後
ほ
ど
録
画
を
も
と
に
観
察
記
録
用
紙
に
対
象
者
・
項
目

ご
と
に
記
録
を
お
こ
な
う
。

b
)
行
動
記
録
項
目
に
つ
い
て

①
第
2
者

形

成

②

第
2
者
と
の
第
3
者
の
共
有
③
集
団
参
加

①
i
③
に
つ
い
て
、

A
上
部
連
関
・

B
下
部
連
関
・

C
基
本
連
関
に
わ
け
、
行

動
を
分
類
す
る
。
観
察
記
録
か
ら
各
項
目
に
あ
て
は
ま
る
行
動
を
カ
ウ
ン
ト
す

ス
v
。
c)
授
業
全
体
の
様
子
、
対
象
児
の
質
的
記
録
を
行
う
。

二
一
七



d
)
日
月
に
「
H

・
C
、

m」
グ
ル
ー
プ
の
音
楽
授
業
に
関
る
教
諭
に
2
児
の

反
応
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。
(
第
2
者
形
成
時
の
「
共
感
」
を

教
諭
側
か
ら
み
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
を
主
な
質
問
項
目
と
す
る
。
)

※
授
業
構
造

〈
参
加
者
〉

N
県
立
養
護
学
校
高
等
部
1
1
3
年
生
(
「
H
・
C
、

m」
グ

ル
ー
プ
の
生
徒
8
名
)

〈
時
間
・
頻
度
〉

週
2
回
・

ω分

主
担
当
教
諭
・

1
名
、
サ
ブ
担
当
教
諭
・

4
1
6
名

高
等
部
普
通
教
室

※
こ
の
音
楽
の
授
業
は
発
達
課
題
別
に
編
成
さ
れ
て
お
り
、
高
等
部
1
年
生

1
3
年
生
ま
で
の
生
徒
8
名
が
参
加
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
生
徒
も
発
達
年
齢

1
歳
前
後
1
2
歳
で
あ
り
、
最
も
発
達
課
題
の
低
い
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い

ヲ

Q

。
〈
担
当
者
〉

〈
場
所
〉

(3)
対
象
児
の
発
達
的
検
討

対
象
児
の
発
達
状
態
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
以
下
の
情
報
収
集
を
行
い

検
討
す
る
。

①
学
校
内
で
の
日
常
生
活
の
観
察

報
の
聴
取

②
担
当
教
諭
か
ら
の
対
象
児
に
関
す
る
情

③
発
達
検
査
の
実
施
(
白
石
(
一
九
八
五
)
の
叩
ケ
月
の
力
の
発
達

診
断
の
視
点
・
そ
の
他
よ
り
項
目
を
設
定
、
道
具
は
新
版
K
式
発
達
検
査
の
も
の
を
使

用
。
)

一
九
八
六
年
生
・
発
達
障
害
に
よ
る
発
達
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
が
み

ら
れ
、
白
石
(
一
九
九
四
)
の
い
う
「
2
分
的
対
象
の
形
成
」
の
状
態
と
発
達

〈

K
児〉

二
一
八

の
諸
力
の
形
式
的
な
も
の
と
の
内
容
的
な
も
の
の
事
離
が
起
こ
っ
て
い
る
状
態

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

〈
Z
児
〉
一
九
八
六
年
生
・
発
達
障
害
に
よ
る
発
達
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
が
み

ら
れ
、
白
石
(
一
九
九
四
)
の
い
う
「
2
分
的
感
覚
の
形
成
」
の
状
態
と
発
達

の
諸
力
の
形
式
的
な
も
の
と
の
内
容
的
な
も
の
の
講
離
が
起
こ
っ
て
い
る
状
態

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

(
4
)
調
査
結
果
の
分
析
と
整
理
方
法

事
象
見
本
法
を
用
い
、
対
象
者
の
特
定
の
行
動
に
焦
点
を
あ
て
て
そ
の
変
化

を
観
察
・
記
録
・
分
析
す
る
。
項
目
ご
と
に
変
化
の
量
的
分
析
と
記
録
か
ら
の

質
的
な
分
析
を
行
う
。
ま
た
本
研
究
の
調
査
対
象
は
、
障
害
児
の
音
楽
療
法
と

し
て
普
及
し
て
い
る
、
「
加
賀
谷
式
集
団
音
楽
療
法
」
を
べ

l
ス
に
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
音
楽
療
法
的
活
動
で
あ
る
。

3 

結
果
と
考
察

日
に
よ
っ
て
情
緒
面
の
不
安
定
さ
に
よ
る
「
こ
だ
わ
り
行
動
」
や

パ
ニ
ッ
ク
が
顕
著
に
な
り
、
行
動
生
起
回
数
に
ば
ら
つ
き
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、

全
体
的
に
①
第
2
者
形
成
は
、
②
第
2
者
と
の
第
3
の
者
の
共
有
よ
り
も
よ
く

観
察
さ
れ
た
。

K
児
の
場
合
、
特
に
「
ふ
れ
あ
い
活
動
」
に
お
け
る
①
2
者
形

成
の
生
起
が
多
く
、
ま
た
満
面
の
笑
み
を
担
当
教
諭
に
向
け
る
、
笑
い
声
を
向

け
る
な
ど
、
快
の
情
動
に
結
び
つ
い
て
生
起
し
て
い
た
。
人
(
第
2
者
)
へ
の

気
持
ち
が
穏
や
か
に
持
続
し
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。
②
「
第
2
者
と
の
第
3
者
の
共
有
」
は
直
接
的
な
物
の
や
り
取
り
よ
り

K
児
は
、



も
、
ふ
れ
あ
い
担
当
教
諭
が
「
一
緒
に
や
ろ
う
」
と
手
を
差
し
出
す
と
、
自
ら

そ
の
上
に
手
を
重
ね
る
な
ど
の
意
図
の
共
有
が
見
ら
れ
、
そ
こ
で
人
と
の
つ
な

が
り
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。
「
ふ
れ
あ
い
活
動
」
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ス
キ
ン
シ

ッ
ブ
は

K
児
に
と
っ
て
快
の
情
動
で
受
け
止
め
ら
れ
、
①
「
第
2
者
形
成
」
に
、

ま
た
「
音
を
聞
く
活
動
」
は
、
音
を
聞
く
活
動
を
媒
体
と
し
て
②
「
第
2
者
と

第
3
者
の
共
有
」
に
少
な
く
と
も
プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
③
集
団
参
加
で
は
、

K
児
は
バ
ル
ー
ン
の
中
に
入
り
楽
し
そ
う
に

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動
き
を
す
る
、
バ
ル
ー
ン
の
端
を
持
っ
て
笑
顔
で
参
加
す
る
な

ど
の
は
っ
き
り
し
た
行
動
を
示
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
快
の
情
動
が
介
在
し

て
の

K
児
の
集
団
へ
の
関
り
へ
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
活
動
全
体
に
渡
り
、
箱
の
中
の
お
は
じ
き
や
紙
片
に
息
を
吹
き
か
け
る

こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
し
ま
い
、
外
界
に
気
持
ち
を
志
向
し
て
い
け
な
い
状
況
に

お
ち
い
る
よ
う
な
光
景
が
何
度
か
あ
っ
た
が
、
観
察
回
数
が
後
半
に
な
っ
て
き

2
分
的
対
象
の
形
成
の
状
態
に
陥
っ
て
も
、
ま
た
集
団
や
他
者
へ
の

た
こ
ろ
、

関
心
に
気
持
ち
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

N
児
の
観
察
期
間
で
の
①
l
③
に
関
す
る
行
動
特
徴
は
、
①
第
2
者
の
形
成

が
相
対
的
に
多
か
っ
た
。
当
初
音
楽
療
法
的
活
動
中
の
移
動
が
か
な
り
多
く
、

自
己
刺
激
的
に
常
同
行
動
を
繰
り
返
し
な
が
ら

1
人
で
歩
き
回
る
姿
が
多
か
っ

た
。
相
手
に
触
ら
れ
る
こ
と
に
拒
否
的
で
あ
り
、
教
諭
が

K
児
に
関
ろ
う
と
す

る
と
す
ぐ
に
ふ
ら
ふ
ら
と
歩
い
て
い
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
観
察

後
半
に
入
り
「
ふ
れ
あ
い
活
動
」
で
の
拒
否
的
態
度
が
減
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
正
面
を
向
い
て
活
動
に
の
ぞ
む
こ
と
が
で
き
は
じ
め
て
い
た
。
③
集
団
参
加

思
春
期
の
障
害
が
重
い
場
合
に
お
け
る
発
達
的
援
助
と
し
て
の
音
楽
療
法
の
研
究

で
は
、

N
旧
ん
は
集
団
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
と
い
う
意
味
で
、
特
定
の
好
き
な
音

楽
が
か
か
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
表
情
や
声
、
行
動
を
変
え
て
反
応
し
て
お

り
、
バ
ル
ー
ン
の
近
く
に
寄
っ
て
い
く
、
寄
ら
ず
と
も
バ
ル
ー
ン
の
周
り
を
歩

く
な
ど
の
集
団
の
雰
周
気
を
感
じ
る
よ
う
な
行
動
が
見
ら
れ
、
ほ
ぽ
毎
回
の
音

楽
授
業
で
確
認
さ
れ
た
。

N
の
場
合
、
自
分
の
感
覚
刺
激
の
世
界
に
入
っ
て
し

ま
う
以
前
に
、
バ
ル
ー
ン
活
動
で
集
団
の
渦
が
で
き
て
お
り
、
そ
こ
に
否
が
応

で
も
反
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
位
の
強
い
集
団
の
吸
引
力
に
、

N
児
の
お
気
に
入

り
の
特
定
の
音
楽
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
快
の
情
動
と
し
て
集
団
の
雰

囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

4 

結
論
と
今
後
の
課
題

本
研
究
で
の
音
楽
療
法
的
活
動
は
、
調
査
の
結
果
か
ら
、
「
可
逆
操
作
の
高

次
化
に
お
け
る
階
層
一
段
階
理
論
」
に
お
け
る
生
後
第
1
・
生
後
第
2
の
発
達

の
原
動
力
に
未
熟
さ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
対
象
者
2
名
に
対
し
て
、
音
楽
を

使
用
す
る
こ
と
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
快
の
情
動
に
の
せ
や
す
い
、
ま
た
集
団
の
渦

を
よ
り
作
っ
て
い
き
や
す
い
と
い
う
特
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
に
よ
り
、
①

第
2
者
の
形
成
が
促
さ
れ
や
す
く
②
第
2
者
と
の
第
3
者
の
共
有
の
き
っ
か
け

を
作
り
出
し
ゃ
す
く
③
集
団
参
加
が
促
さ
れ
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
た
。生
後
第
1
・
第
2
の
発
達
の
原
動
力
に
未
熟
さ
が
あ
る
よ
う
な
発
達
障
害
の

あ
る
対
象
者
は

2
分
的
世
界
の
形
成
に
陥
り
や
す
く
、
「
可
逆
操
作
の
高
次
化

に
お
け
る
階
層
一
段
階
理
論
」
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
、
「
人
と
の
関
係
の
中

二
一
九



で
の
人
格
発
達
や
全
体
的
発
達
」
が
導
か
れ
に
く
く
、
故
に
発
達
の
階
層
を
越

え
て
い
く
た
め
の
生
後
第
1
・
第
2
の
発
達
の
原
動
力
が
導
か
れ
に
く
い
。
本

研
究
で
は
、
人
格
発
達
の
基
礎
で
あ
る
「
第
2
者
形
成
」
・
「
第
2
者
と
の
第
3

二
二

O

子
ど
も
観
の
捉
え
直
し
が
学
校
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
発
展
に
与
え
る
影
響

者
の
共
有
」
を
問
題
と
し
て
そ
れ
を
導
く
た
め
の
発
達
援
助
的
方
法
と
し
て
音

楽
療
法
の
事
例
を
と
り
あ
げ
た
が
、
対
象
児
に
と
っ
て
こ
の
活
動
が
初
年
度
の

半
年
間
の
み
の
観
察
で
あ
る
の
で
、
「
発
達
的
変
化
」
と
し
て
確
実
な
結
果
が

得
ら
れ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
毎
回
の
活
動
で
の
表
出
す
る
姿
か
ら
、
少
な
く

と
も
生
活
場
面
や
児
の
全
体
的
発
達
状
況
を
考
え
あ
わ
せ
た
時
に
音
楽
療
法
的

活
動
が
有
用
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。
音
楽
が
「
快
の
情
動
」
に
関
与
し
、

人
と
の
関
係
を
結
ぶ
際
の
よ
い
媒
体
と
な
り
え
る
可
能
性
は
示
唆
さ
れ
た
。
し

か
し
発
達
障
害
等
の
個
々
人
に
よ
り
差
の
あ
る
、
特
別
な
ニ

l
ズ
を
抱
え
る
よ

う
な
対
象
者
に
は
、
本
人
が
受
容
で
き
る
感
覚
に
あ
わ
せ
た
音
楽
・
雰
囲
気
の

提
供
に
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
音
楽
」
と
い
う
、
感
覚
や
情
動
に
関

与
す
る
媒
体
で
あ
る
が
ゆ
え
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
研
究
の
よ
う
に
集
団
で
行

う
タ
イ
プ
の
音
楽
療
法
で
は
、
調
査
か
ら
集
団
で
行
う
こ
と
の
発
達
的
援
助
と

し
て
の
有
用
性
と
、
個
々
人
の
ニ

l
ズ
に
あ
わ
せ
た
援
助
の
両
立
に
課
題
が
見

出
せ
た
。
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